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17指－1高感受性悪性腫瘍に対する標準的治療確率のための多施設共同研究．（主任研究者：堀田知光，厚生労働
省眼研究助成金による研究報告集，平成 18年度，国立がんセンター，東京，pp. 440-444所収）2007 

9.  直江知樹，吉田 均，黒川峰夫，宮崎泰司，大西一功，大屋敷一馬，横澤敏也：研究課題 15-4成人難治性白血病
の分子生物学的特徴に基づく治療法に関する研究．（主任研究者：直江知樹，厚生労働省がん研究助成金による研

究報告集 平成 18年度，国立がんセンター，東京，pp. 529-531所収）2007 
10. 大津 敦，塚崎邦弘，中西幸浩，西尾和人，小澤壯治，山本精一郎，大野真司，吉村健一：研究課題 17-19 臨床
試験登録患者検体の有効利用に関する検討に関する研究．（主任研究者：大津 敦，厚生労働省がん研究助成金に

よる研究報告集，平成 18年度，国立がんセンター，東京，pp. 650-652所収）2007 
11. 朝長万左男，勝本拓夫，黒川峰夫，清井 仁，大屋敷一馬，桐田暁子：研究課題 19-3成人難治性白血病の分子生
物学的特徴に基づく治療法に関する研究．（主任研究者：朝長万左男，平成 19年度 がん研究助成金による研究中
間報告要旨，国立がんセンター，東京，pp. 78-79所収）2007 

 

 

学会発表数 

A－b B－b 
A－a 

シンポジウム 学会 
B－a 

シンポジウム 学会 

0 0 16 0 2 23 

 
社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

朝長万左男・教授 長崎県福祉審議会委員 長崎県福祉審議会 

朝長万左男・教授 長崎原爆被爆者対策協議会理事 (財)長崎原子爆弾被爆者対策協議会 

朝長万左男・教授 長崎平和推進会理事（副理事長） (財)長崎平和推進協会 

朝長万左男・教授 被爆地域（健康診断特例区域）拡大に係る事業

検討会委員 

長崎市原爆被爆対策部拡大地域支援室 

朝長万左男・教授 顧問 (財)放射線影響研究所 

朝長万左男・教授 被爆二世健康影響調査科学委員会委員 (財)放射線影響研究所 

朝長万左男・教授 長崎地元連絡協議会委員 (財)放射線影響研究所 

朝長万左男・教授 セミパラチンスク健康影響調査検討委員会委員 (財)放射線影響協会 

朝長万左男・教授 

 

原子力安全委員会「健康管理検討委員会」専門

委員 

総理府 

 

朝長万左男・教授 

 

 

原子力安全委員会「原子力発電所等周辺防災対

策専門部会緊急時医療検討ワーキンググルー

プ」専門委員 

総理府 

 

 

朝長万左男・教授 特定疾患対策協議会委員 長崎県 

朝長万左男・教授 長崎県保健医療対策協議会がん対策部会委員 長崎県保健医療対策協議会 
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朝長万左男・教授 

 

長崎県 ATL ｳｨﾙｽ母子感染防止研究協力事業連絡
協議会委員 

長崎県 

 

朝長万左男・教授 評議員 日本内科学会 

朝長万左男・教授 理事 日本血液学会 

朝長万左男・教授 代表幹事 日本臨床血液学会 

朝長万左男・教授 評議員 日本リンパ網内系学会 

朝長万左男・教授 評議員 日本検査血液学会 

朝長万左男・教授 評議員 日本臨床腫瘍学会 

朝長万左男・教授 理事 長崎県医師会 

朝長万左男・教授 監事 Japan Adult Leukemia Study Group 

朝長万左男・教授 EDITOR LEUKEMIA&LYMPHOMA 

塚崎邦弘・准教授 在韓被爆者健康診断・相談事業 団長 長崎県・長崎市・厚生労働省 

塚崎邦弘・准教授 長崎県国民健康保険診療報酬審査委員会委員 長崎県 

塚崎邦弘・准教授 

 

長崎県 ATL ｳｨﾙｽ母子感染防止研究協力事業連絡
協議会ワーキング委員 

長崎県 

 

塚崎邦弘・准教授 評議員 日本臨床血液学会 

塚崎邦弘・准教授 評議員 日本リンパ網内系学会 

塚崎邦弘・准教授 代議員 日本血液学会 

塚崎邦弘・准教授 Reviewers board Japanese Journal of Clinical Oncology 

塚崎邦弘・准教授 効果安全性委員会委員 Japanese Clinical Oncology Group  

塚崎邦弘・准教授 Clinical Advisory Committee (CAC) for Lymphoid 
Neoplasms in the WHO classification 

WHO 

塚崎邦弘・准教授 

 

がん診療ガイドライン委員会造血器腫瘍担当協

力委員 

日本癌治療学会 

 

宮崎泰司・講師 幹事 Japan Adult Leukemia Study Group 

宮崎泰司・講師 

 

企画委員長 

 

日本血液学会・日本臨床血液学会合同教育プ

ログラム委員会 

宮崎泰司・講師 評議員 日本臨床血液学会 

宮崎泰司・講師 移植施設責任者 骨髄移植推進財団 

宮崎泰司・講師 調整医師 骨髄移植推進財団 

宮崎泰司・講師 九州地区代表医師 骨髄移植推進財団 

宮崎泰司・講師 ドナー安全委員会委員 骨髄移植推進財団 

宮崎泰司・講師 

 

長崎県社会保険診療報酬請求書審査委員会審査

委員 

長崎県 

 

波多智子・助教 調整医師 骨髄移植推進財団 

福島卓也・助教 調整医師 骨髄移植推進財団 

波多智子・助教 長崎市夜間急患センター運営協議会委員 長崎市 

岩永正子・助教 長崎原爆資料館運営協議会委員 長崎市 
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競争的研究資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職名 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 
朝長万左男・教授 
 

厚生労働省 
 

分担 
 

厚生労働科学研究費補助金（特定疾患対策

研究事業） 
特発性造血障害に関する調査研究 

朝長万左男・教授 
 
 

厚生労働省 
 
 

分担 
 
 

厚生労働省がん研究助成金 指定研究 
高感受性悪性腫瘍に対する標準的治療確立

のための多施設共同研究 

朝長万左男・教授 
 
 

厚生労働省 
 
 

代表 
 
 

厚生労働省がん研究助成金  
成人難治性白血病の分子生物学的特徴に基

づく治療法に関する研究 

朝長万左男・教授 
 
 
 

厚生労働省 
 
 
 

分担 
 
 
 

厚生労働科学研究補助金(がん臨床研究事

業)  

成人 T 細胞白血病(ATL)に対する同種幹細
胞移植療法の開発とその HTLV-1 排除機構
の解明に関する研究 

朝長万左男・教授 
 
 

厚生労働省 
 
 

分担 
 
 

厚生労働省がん研究助成金  
進行期難治性悪性 B 細胞リンパ腫に対する
大量化学療法を併用した効果的治療に関す

る臨床研究 

朝長万左男・教授 
 

厚生労働省 
 

分担 
 

厚生労働省委託事業 共同研究課題 2  
原爆症に関する検査研究 

宮崎泰司・講師 
 

厚生労働省 
 

分担 
 

厚生労働省委託事業 共同研究課題 2  
原爆症に関する検査研究 

宮崎泰司・講師 
 
 

厚生労働省 
 
 

分担 
 
 

厚生労働科学研究費補助金  
難治性白血病に対する標準的治療法の確立

に関する研究 

塚崎邦弘・准教授 
 
 

厚生労働省 
 
 

分担 
 
 

厚生労働省がん研究助成金 計画研究 17-19 
臨床試験登録患者検体の有効利用に関する

検討 

朝長万左男・教授 
 

日本学術振興会 
 

代表 
 

基盤研究(B)  
不応性貧血の臨床特性における民族差にお

ける日独中国国際比較研究 
朝長万左男・教授 
 
 

日本学術振興会 
 
 

代表 
 
 

萌芽研究  
放射線被ばくによるヒト体性幹細胞におけ

るゲノム不安定性の研究 

塚崎邦弘・准教授 
 
 

日本学術振興会 
 
 

代表 
 
 

基盤研究(C)  
DNA/RNA量の網羅的解析による ATLの進
展を制御する細胞遺伝子群の同定 

岩永正子・助教 
 

文部科学省 
 

分担 
 

特定領域研究  
ATL発症高危険群の長期追跡と発病予防 

塚崎邦弘・准教授 
 
 

協和発酵工業株式会社 
 
 

代表 
 
 

成人 T 細胞白血球リンパ腫(ATL)における
微少残存病変(MRD)検査法の臨床応用につ
いての研究 

塚崎邦弘・准教授 
 

ノバルティスファーマ株式会社 
 

代表 
 

Primary ATLL細胞および ATLL由来細胞性
に対する LBH589の細胞毒性の検討 

塚崎邦弘・准教授 ムンディファーマ株式会社 代表 PNP阻害剤、forodesineのプライマリー成人
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病 T細胞白血病・リンパ腫(ATLL)細胞およ
び ATLL由来細胞株に対する細胞毒性 

 
その他 
新聞等に掲載された研究 

氏名・職名 記事題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

塚崎邦弘・准教授 
 
 

第 7回在韓被爆者健康
相談事業 
 

1.慶南道民日報 
2.CJ-0Changwon
ニュース 

2007年 
5月 16日 

被爆治療の専門的アドバイスを韓国の

医師が事前に行った診断結果をもとに

健康相談を行った。 
朝長万左男・教授 
 

ポンぺから 150年 
 

長崎新聞 
 

2007年 
5月 23日 

歴史刻む長崎大医学部。 
 

朝長万左男・教授 被爆 62年特集 原爆後
障害 新たな研究 

NHK 長崎放送
局 

2007年 
8月 6日 

被ばく者の幹細胞を用いてがん発生の

メカニズムを探る。 

朝長万左男・教授 
 

がん発生のメカニズム 
 

NBC長崎放送 
 

2007年 
8月 7日 

被爆 62年特集。 
 

宮崎泰司・講師 
 

同種造血幹細胞移植 
 

長崎新聞 
 

2007年 
9月 3日 

聞く効く先端医療～長崎大医歯薬学研

究科から～ 

宮崎泰司・講師 
 

分子標的薬イマニチブ 
 

長崎新聞 
 

2007年 
11月 5日 

聞く効く先端医療～長崎大医歯薬学研

究科から～ 
塚崎邦弘・准教授 
 
 
 
 
 

第 8回在韓被爆者健康
相談事業 
 
 
 
 

1.NBC長崎放送
(12日) 

2.光州ﾃﾚﾋﾞ  
(12日) 

3.ﾋﾟｮﾝﾃｸｹｰﾌﾞﾙﾃ
ﾚﾋﾞﾆｭ-ｽ(14日) 

2007年 
11月 12日 

2007年 
11月 14日 

被爆治療の専門的アドバイスを韓国の

医師が事前に行った診断結果をもとに

健康相談を行った。 
 
 
 

塚崎邦弘・准教授 
 

抗体医薬 
 

長崎新聞 
 

2007年 
12月 3日 

聞く効く先端医療～長崎大医歯薬学研

究科から～ 
 
非常勤講師 

氏名・職 職名（担当科目） 関 係 機 関 名 

朝長万左男・教授 非常勤講師（血液学） 鹿児島大学医学部 

岩永正子・助教 非常勤講師（成人看護学方法論Ⅰ(血液・造血)） 長崎市医師会看護学校 

岩永正子・助教 非常勤講師(1年生：血液学,2年生：血液検査学) 九州医学技術専門学校 

 
○講座における社会活動について 
① 91年発足の日本骨髄バンクの充実を図るべく、講演会やボランティアの学習会へ講師を派遣するなど、広報活動に
取り組んでいる。 また、骨髄移植推進財団より委嘱された 6名が調整医師として活動している。 
② 長崎県原爆被爆者対策協議会検査センターで実施されている被爆者の一般検診とがん(多発性骨髄腫)検診へ検診医
を派遣している。 
③ エイズ問題に関しては、講演会等を通して、啓発活動を積極的に行っている。 
④ 原子力災害時の健康管理と緊急時医療の国の対策に参画している。 
⑤ HTLV－Iキャリアの検診に参加している。 

 


